
 

  

             

                  

           

     
  

    
      

      

     

         

        

           

               

                

            

         

        
                   

             

            
              

         

        

           

あがた保育園では、子どもたちが思い思いの発想で遊びを

広げ、深めていけるよう、子どもの思いに寄り添いながら

子どもたちが主体的に考えて行動するプロセスを大事に

保育しています 

３・４・５歳児の保育では、１ヵ月ごとに設定されたテー

マを各年齢に合わせて具体化し、そのテーマに沿って、遊

びや体験を通し身近なものから抽象的なものの概念に気

づいていきます。 

7 月のテーマでは子どもたちの身近にある『水』について

遊びの中で面白さを感じたり、「なんで？」と疑問に思っ

たり「料理に水使っているね」と気づきを発見できるよう

に意識しました。 

好奇心がわくような環境を整え、その中で遊びこみ、さ

らに体験を重ねることで豊かな発想や自信につなげてい

きます。 

 

              

       

      

          

               

             

           

       

                

        

           

        

                                                       

４歳児年中児クラスは「家の中の水」がテーマです。まま

ごとコーナーにダンボールを用意すると家の中にある水を

想像し、どんどん遊びが広がっていきました 

 

５歳児年長児クラスは「いろいろな水」がテーマです。

水の量によって砂の硬さが変わったり、水に浮かぶコッ

プがどうしたら沈むかな？などと遊びを繰り返す中で水

の性質に気づきました。 

３歳児年少児クラスは「水と遊ぶ」がテーマです。水を

使って遊ぶ中で水に興味を持ったり、面白さを感じられ

るようにしています。 



 
               

              

        

      

          

              

        
         

              

                           

              
         

               

          

              
        

     
   

          

          

       
           

   

            

      

     

    

        

        

1 歳児クラスでは、いつも同じ人が生活や遊びの場面で関

わってくれることで「この人がそばにいてくれるから大丈

夫」などと安心感をもって過ごせるようにしています。 

秋には地域の方のご協力で、芋ほりにも出かけました。身

近な自然物に触れながら、秋ならではの経験を楽しみ、季

節の移り替わりを意識できるよう取り組みました。 

２歳児クラスでは大人との信頼関係が築かれると、周りにいる

友だちにも目が向くようになっていきます。保育者と一緒に遊

びながら、友だちのしていることを観察したり真似したりする

ことが始まり、だんだん同じ空間が心地よいと感じていきます。 

５歳児年長児クラスは「収穫する」がテーマです。カレンダー

やホワイトボードを使って、1 年・１ヵ月・１週間・１日を視

覚的で知らせるようにして、昨日、明日などの時間の経過を曜

日や日を知ることで具体的に理解できるようにしました。 

 

１,２歳児は少人数の家庭的な雰囲気を大切にしながら、い

つも同じ保育者が生活や遊びの場面に関わることで安心感

をもてるようになります。安心できる存在がいるからこそ、

自分の気持ちを伝えたいという思いや活動への意欲につな

がっていきます。 

４歳児年中児クラスは「変化する」がテーマです。どん

ぐりの色や形の気づき、ヒヤシンスの栽培を通して植物

の成長の変化を感じられるようにしています。 

 

３歳児年少児クラスは「見つける」がテーマです。子ど

もたちが見つけた自然物を、保育活動に活かしながら、

秋の自然を感じ取る機会にしています。 

 



 
                   

              

                 

         

        

                     

      

         

         

      

        

          
    

        

 大人との愛着関係を築き、自分の思いを大人に十分聞いて

もらい、ありのままの自分を受けとめてもらえた心地よい

体験を積み重ねていき、３歳児以降の保育で『自分でやっ

てみよう』とする主体性をより大きく育てていきます。 

家族、保育園の職員や友だち、地域の方々、色々な人との

出会いの中で子どもたちが様々なことを感じながら、これ

からも心身ともに豊かに育っていって欲しいと願っていま

す。 

職員間で保育の場面や子どもの姿について話をし、その子

のありのままの姿(表現)に込められた思いを考えあうこと

で子どもの見方が広がるとともに、自分を振り返るきっか

けになっています。 

仲間づくりをする中で、相手の勢いや話し方に押されて発

言できなかったり、自信が持てなくて発言できない子もい

ます。どの子も安心して思いを表現出来ているかな？と保

育者自身がアンテナを高く持つことが必要です。 


